
 

国
立
国
会
図
書
館
蔵 

複
写
の
た
め
見
に
く
い
で
す
が
、
前
後
と
比
べ
る
こ
と
で
わ
か
っ
て
き
ま
す
。 

長
善
寺
文
書
に
載
っ
て
い
な
い
軍
忠
状
は
翻
刻
し
て
あ
り
ま
す
。 

   



 

大
治
（
一
一
二
六
）
・
保
延
（
一
一
三
五
）
の
年
号
に
て 

綸
旨

り

ん

じ

二
通
鷲
見
家
頂
戴
所
持

し

ょ

じ

仕
つ
か
ま
つ
り

候 

大
番
役
事
於 お

わ
り

安
吉
分 

三
か
月
（
七
月
・

八
月
・
九
月
）
諸

安
分 

九
月
三
十
日 



                     

悦
承
候
了
、
如
レ

仰
其
儀
も

御
心
安
候
、
何
候
と
も
御

同
心
尤
所
詮
に
存
候
、
相

構
可
レ

被
レ

致
二

無
二
忠
節
一

候
者
神
妙
候
、
是
償
の
事

必
可
レ

申
二

沙
汰
一

候
也
。 

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）

三
月
二
十
日 

 

左
近
将

監

し
ょ
う
げ
ん

頼 よ
り

遠 と
お

書
判 

鷲
見
藤
三
郎
殿 

御
返
事 

郡
上
三
郎
家
保

暇
を
給
て
所
レ

令
二

帰
国
一

也
、

鷲
見
郷
ニ

可
レ

令

レ

安
堵
給
之
状

如
レ

件 

七
月
十
日
書
判 

 
 
 
 
 
 
 

 

万
年
馬
允
殿 

（
北
条
泰
時
の

家
人
か
、
吾
妻

鏡
に
あ
り
） 



                     



                   

當
國
鷲
見
郷
地
頭
忠
保
申
、

属
二

當
御
手
一

焼
二

拂
大
洞
一

今

月
一
日
於
ニ

谷
汲
一

合
戦
抽
二

軍
忠
一

候
畢
、
然
者
早
賜
二

御

一
見
状
一

為
レ

備
二

向
後
亀
鑑
一

候
、
仍
言
上
如
レ

件 

建
武
四
年
三
月 

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
見
了 

御
書
判 



                 

於
ニ

美
濃
國
郡
上
郡
一

去
四

日
致
二

合
戦
功
一

云
々
、
殊

以
神
妙
也
、
彌
可
レ

抽
二

忠

節
一

之
状
如
レ

件 

 

観
應
二
年
八
月
十
日 

 
 
 
 
 
 

（
直
義
）
御
書
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷲
見
籐
四
郎
殿 

 



    

    

   

此
切
紙
甚
内
方
へ
相
当
候
へ
バ
何
方
へ

紛
失
仕
候
哉
、
相
見
之
不
申
候
、
是
□

此
写
仕
候
、
□
呉
惜
慥
二

裏
仕
候
処
、

唯
今
改
候
へ
者
此
一
通
旨
□
申
越
候
、

以
上 

鷲
見
□
兵
衛 



 

美
濃
国
郡
上
郡
内
鷲
見
郷
河
西

河
東
地
頭
職
事
、
鷲
見
中
務
少

輔
入
道
峯
、
去
九
月
六
日
安
堵

事
候
、
此
上
者
宜
レ

為
二

上
載
一

候
哉
、
楚
忽
不
レ

可
レ

有
、
弓
箭

之
儀
先
早
速
止
遵
行
之
儀
可
レ

被
二

帰
参
一

之
由
也
、
仍
執
達
如

レ

件 

 

明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）

十
一
月

一
日 

毛
利
左
京
亮 

判 

五
井
於
河 

 

判 

蜂
須
賀
新
左
衛
門
允
殿 



 

「
鷲
見
彦
五
郎
氏
保
申
状
」 

鷲
見
彦
五
郎
氏
保
申
、
美
濃
国
郡
上

郡
内
鷲
見
郷
河
西
河
東
地
頭
職
事
、

申
状
具
書
如
レ

此
、
早
止
二

安
東
三
郎

競
望
一

、
可
レ

被
レ

全
ま
た
い

二

氏
保
所
務
一

之

由
、
所
レ

被
二

仰
下
一

也
、
依
執
達
如
レ

件 応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）

四
月
二
十
五
日 

 
 

沙
弥 

書
判 

土
岐
美
濃
入
道
殿 

鷲
見
中
務
少
輔
入
道
禅
峰
申
、
美
濃

国
郡
上
内
鷲
見
郷
河
西
河
東
地
頭
職

事
具
状
具
書
如
レ

此
早
止
二

伊
賀
彦
十

郎
時
明
違
乱
一

全
二

禅
峰
所
務
一

可
レ

被
二

執
達
一

請
取
之
状
依
レ

仰
執
達
如

レ

件 

 

明
徳
三
年
六
月
三
日 

 
 
 
 

右
京
太
夫
（
細
川
頼
元
） 

 

土
岐
刑
部
少
輔
入
道
殿 



 



 

此
か
な
文
壱
通
本
紙
甚
内
方
よ
り 

差
越
申
さ
ず
候
。
御
用
に
御
座
候

ハ
ゝ
甚
内
方
へ
相
尋
ね
申
す
べ
く
候 

以
上 

 
 
 
 
 

松
井
覚
兵
衛 



 

鷲
見
家
譜
は
鷲
見
甚
内
保
高
（
享
保
の
頃
一
七
一
六
年

）
が
編
集
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
甚
内
の
祖
父
久
保
の
手
紙
（
前
頁
）
の
翻
刻
。 

 
「
こ
の
文 ふ

み

ヲ
其
よ
り
賀
州
殿
へ
覧
御
□
よ
り 

以
下
の
時
と
御
遣
く
り
し
内
見
候
て
遣
ま
い
ら
せ
候
」 

 

す
み
甚
内
は
五
月
来
候
は
ゝ
然
は 

岐
を
知
行
は
を
く
山
に
て
令
二

取
合
一 

時
分
か
つ
用
と
申
候
間
、
一
雨 

中
上
せ
、
可
然
候
。
持
者
は
す
み 

忠
左
衛
門
忠
節
の
其
類
身 

に
て
候
。
少
つ
気
ヲ
付
尤
候
者
に
て
候 

其
心
へ
う
し
将
々
九
太
夫
に
は 

か
つ
さ
ら
（
勝
更
）
百
石
は
か
と
ら
せ
て 

つ
る
哉
と
志
よ
む
時
に
候
間
、
五
十 

日
六
十
日
の
い
と
ま
や
り
ま
い
ら
せ
候
、
是
も 

甚
内
同
事
に
く
上
へ
遣
尤
候 

 

（
ぐ
じ
ょ
う
） 

此
月
に
は
人
も
多
候
ふ
、
筆 

仕
候
者
も
□
入
候 

 

か
し
こ 

 

ひ
ね
り
文 

 
 

上
書 

 
 

伊
勢
殿 

 

□
之 

  


